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１ 課題設定の理由  

以前先輩たち（田中ら,2013）によって、薬師谷川～来村川中・下流にかけての水生生物 

調査が実施された（図１）。それによると、薬師谷川水系は非常にきれいであり、分布する

水生生物にも多様な種が存在することが示されていた（図２）。しかし、来村川本流上流 

での調査は全く行っておらず、ここにどんな生物が生息しているのかが大変気になった（図 

１赤枠）。そこで、私たちはこの場所に調査地点を４つ設定し、ベントスを中心とした水生 

生物調査を実施することにした。 

この時、４地点中３地点にミナミヌマエビがたくさん出

現したが、本州西日本にはこれによく似たブツエビ（シナ

ヌマエビ）という外来種（中国・韓国産）が入り込んでい

るらしい。もともとは、釣り餌や観賞用ペットとして輸入

されたものが、安易に放流された結果、今や日本産ミナミ

ヌマエビを凌ぐ勢いを見せている。今回は、このブツエビ

が混入していないかも合わせて調査した。 

２ 調査地点と調査方法 

 調査期間は、2014 年 10 月～11 月の間。調査時刻は 15:30  

～16:30 の間、約１時間。右のＢ１～Ｂ４の各地点で、でき 

るだけ早瀬、平瀬、淵など多くの河川地形の水生生物を採集  

するように試みた。流れの速い場所では、動かした石の下流  

側に網をかまえて流れた生物を捕獲し、流れの遅い場所では、 

めくった石に張り付いた生物を筆の先でバットに落としな  

がら集めていった。その際、すべての場所で水温（℃）、溶 

存酸素濃度（ＤＯ）を測定した。また、生物だけでなく、そ  

の地点の周辺環境などもまとめて表１に記録しておいた。 

      捕獲した水生生物は、プラスチックケースに入れて

学校まで持ち帰り、５％中性ホルマリン液に入れて固

定した。採集した生物は、必要なら実体顕微鏡を使い

ながら、「日本産水生昆虫検索図説」（川合編 , 1998）

や「原色川虫図鑑」（丸山・高井, 2005）を用いて同定

した。   

３ 結果と考察 

  得られた調査結果は、総合判定法（谷 ,2005）に従 

 い、出現種をきれいな水（貧腐水性）「水質階級Ⅰ」、  

少し汚れた水（β中腐水性）「水質階級Ⅱ」、汚れた 

水（α中腐水性）「水質階級Ⅲ」、大変汚れた水（強 

腐水性）「水質階級Ⅳ」の 4 階級に分け、各調査地 

点毎に結果を集計し、平均値として水質階級を求め  

た（表１下）。 

  これによると、St.B1 正尺橋が最も上流的で 1.69 

 次に St.B4 五郎丸橋で 1.78、St.B2 福来橋で 1.85、最後は St.B3 保田橋で 2.11 であった。こ 

図１ 来村川本流上流の調査地点  
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 れらの値は、過去のデータと比較すると、St.4 薬師谷団地前の 1.6、St.3 来村川橋の 2.0、 

 St.2 宮下橋の 1.7 と同程度の値であり（ちなみに St.5～7 は 1.1～1.2）、来村川本流は上流で 

 あっても、中流域のような状態が維持されることが分かった。出現種をみても、シロタニ 

 ガワカゲロウが卓越しており、これは図２より St.3～4 の構成種であることから、やはり中   

 流域のような環境状態になっていると言わざるをえない。  

  原因として、来村川本流は国道に面していて周辺に民家も多い（汚水が溜まりやすい）。 

また、薬師谷渓谷と違って標高も低く川の流れが遅い（流速が早く多量の酸素が必要な種  

は棲めない）。さらにコンクリートで川の両サイドが舗装され隠れ家などが不足する。など 

様々な要因が考えられる。いずれにしろ、薬師谷渓谷で見られるような上流種がほとんど  

生息していないことが分かった。  

           表１ 来村川本流上流（宇和島市）の水生生物調査結果  
H26年度　来村川（宇和島市）の水生生物調査

指　　標　　生　　物
チラカゲロウ
エルモンヒラタカゲロウ
コカクツツトビケラの巣
ニンギョウトビケラの巣
トウゴウカワゲラ
プラナリア
フタツメカワゲラの一種
ヒゲナガカワトビケラ
ヒラタドロムシ
タニシの一種
シロハラコカゲロウ
シマトビケラの一種
シロタニガワカゲロウ
ウルマーシマトビケラ
オオシマトビケラ
サナエ科の一種
カワニナ
ミナミヌマエビ
コオニヤンマ
イシマキガイ
ハグロトンボ
ヒル
ミズムシ

水　質　階　級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
１．○と●の個数 4 7 0 0 2 9 0 0 1 4 2 0 2 5 0 0
２．●の個数 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0
３．合計（１欄＋２欄） 4 9 0 0 2 11 0 0 1 6 2 0 2 7 0 0
その地点の水質階級

４　○

７　○ ２　○

２２　●

アシ・ヨシなどが多い

１０～５０ｃｍ
川辺や川底

１　○

Ｈ２６・１１・６（１４：２０）
はれ

１７．８℃　　８．９０ｍｇ/Ｌ

見付かった指標生物の欄に○印、数が多かったものから２種類（最大３種）に●印を付ける。
１　○

きれい、若干汚い所も、民家が多いなし～少しくさい、民家あまりなし

４　○

４　○

「Ｓｔ．Ｂ２」福来橋

７ｍ
川端や中心
１０～６０ｃｍ
少し速い、普通

大・小様々な石があった（裏に藻が多い）

調査場所名
　　年　　月　　日（時刻）

天　　　　　　　気

３０～５０ｃｍ

水草（オオカナダモ）が多い

2.11

５　○

１　○

エビ類が多い

「Ｓｔ．Ｂ３」保田橋「Ｓｔ．Ｂ１」正尺橋（上流側）

１２ｍ
川辺や川底
１０～６０ｃｍ
少し速い

Ｈ２６・１１・１７（１６：３０）
くもり

１３．７℃　　７．６９ｍｇ/Ｌ

平瀬～淵

水温（℃）・溶存酸素（ＤＯ）

生物を採集した場所
採集場所の水深（ｃｍ）

川　　幅　　（ｍ）

川　底　の　状　態
水のにごり、におい、その他

流　れ　の　速　さ

水質

５ｍ

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

きれい～泥（藻）ある所も

魚、水草、鳥その他の生物

速い、淵は遅い

４　○
２　○

1.69

水質階
級　の
判定

や
や
汚

水
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

１　○
２　○

２　○
３７　●

「Ｓｔ．Ｂ４」五郎丸橋（下流側）
Ｈ２６・１０・２３(１４：１５)

はれ
２０．０℃　　８．５５ｍｇ/Ｌ

丸い石が多い
底が深い所は見えない、民家が多い

丸い石が多い
ゆるやか

１０ｍ

民家が多い

1.85

１　○

１２　●

５　○

1.78

魚が多い、ドンコ1匹

２　○

９　●

１　○

１　○

１　○

Ｈ２６・１０・３０（１４：３０）
はれ

１９．９℃　　７．５１ｍｇ/Ｌ　　

１　○

３９　●
１　○

１　○
１１　○
２６　●

２２　●

１　○
１　○

１　○

２　○

６　●

   St.2～St.4 にかけて多量に捕獲されるミナミヌマエビ（Neocaridina denticulata denticulata  

De Haan 1849）は、結論から言えば、外来種ブツエビではなく、生粋の日本産であること 

が分かった（額角が第１触角柄部第３節から触角鱗を必ず超えるため）。しかし、東中予

ではちらほら近縁種が混在している場所もあるらしく、愛媛県南予地方の河川に、いつ外

来種が入り込まないとも限らない。本州西日本のような悲惨な状況（遺伝子撹乱の場）に

ならないよう、常にモニタリングを怠らないようにする必要がある。 

４ 今後の課題 

兵庫県菅生川では、ブツエビ（Neocaridina spp.）に付着していたヒルミミズ（Holtodrilus 

truncatus）（中国河南省・広東省にしかいない）が、侵入し定着してしまったという外来種

による２次被害が起こっている（斉藤ら, 2011）。今後我々は、日本の他の河川の現状を市

民の方に伝え、来村川の環境保護に努めなければならないと感じた。 
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